
－ 149 －
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外
務
省
で
は
、
年
に
一
回
、
外
交
史
料
館
別
館
展
示
室
に
お
い
て
、
外
務
省
周

年
事
業
や
外
交
史
上
の
重
要
事
件
・
人
物
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
を
開
催
し
て
い

る
。二

〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
は
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
国
交
樹
立
九
〇
年
を
記

念
し
て
、
在
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
と
の
共
催
に
よ
り
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
交

流
を
外
交
史
料
で
振
り
返
る
特
別
展
示
を
開
催
し
た
（
開
催
期
間:

二
〇
一
四
年

五
月
一
三
日
〜
二
〇
一
四
年
九
月
一
二
日
）。

日
本
と
ト
ル
コ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
連
合
国
と
ト
ル
コ
が
結
ん
だ
平
和

条
約
で
あ
る
「
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
」
の
発
効
に
よ
っ
て
一
九
二
四
年
八
月
六
日
に

国
交
を
樹
立
し
た
（
日
本

は
連
合
国
の
一
員
と
し
て

条
約
に
署
名
）。
本
展
示

で
は
、
同
条
約
の
認
証
謄

本
や
、
初
代
在
日
ト
ル
コ

大
使
が
昭
和
天
皇
に
捧
呈

し
た
信
任
状
（
ト
ル
コ
共

和
国
初
代
大
統
領
ケ
マ

特
別
展
示

「
日
本
と
ト
ル
コ
―
国
交
樹
立
九
〇
年
―
」
に
つ
い
て

ル
・
パ
シ
ャ
の
署
名
入
り
）、
日
本
と
ト
ル
コ
が
結
ん
だ
最
初
の
二
国
間
条
約
で

あ
る
「
日
本
国
ト
ル
コ
国
間
通
商
航
海
条
約
」
の
ト
ル
コ
側
批
准
書
な
ど
日
本
と

ト
ル
コ
の
国
交
樹
立
に
関
わ
る
史
料
を
中
心
に
展
示
を
行
っ
た
。

ま
た
、
在
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
よ
り
、
ト
ル
コ
コ
ー
ヒ
ー
の
セ
ッ
ト
や
タ

イ
ル
の
飾
り
皿
な
ど
ト
ル
コ
の
代
表
的
な
工
芸
品
を
出
展
し
て
い
た
だ
き
、
地
図

や
写
真
と
合
わ
せ
て
ト
ル
コ
の
文
化
等
を
紹
介
し
た
。

な
お
、
本
展
示
開
催
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
鈴
木
董
先
生
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
。
七
月
一
一
日
に
は
当
館
講
堂
に
お
い
て
関
連
行
事
と
し
て
講
演
会

を
開
催
し
、
鈴
木
先
生
に
「
日
本
と
ト
ル
コ
で
大
使
館
が
開
か
れ
る
ま
で
―
近
代

外
交
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
と
日
本
と
ト
ル
コ
の
常
駐
在
外
公
館
網
の
発
展
―
」
と
題

し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
、
約
八
〇
名
が
参
加
し
、
大
変
盛
況
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

本
特
別
展
示
の
展
示
史
料
解
説
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
同
解
説
は
外
交
史
料

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
特
別
展
示
・
企
画
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
特
別
展
示
・
企
画
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」

http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.htm

l
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「
日
本
と
ト
ル
コ
―
国
交
樹
立
九
〇
年
―
」〈
展
示
史
料
解
説
〉

は
じ
め
に
―
日
本
・
ト
ル
コ
国
交
樹
立
九
〇
年
―

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）、
ス
イ
ス
に
お
い
て
日
本
を
含
む
第
一
次
世
界
大

戦
の
連
合
国
と
ト
ル
コ
と
の
間
で
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

条
約
に
よ
り
、
ト
ル
コ
共
和
国
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
代
わ
る
主
権
国
家
と
し
て
国

際
的
に
認
知
さ
れ
、
翌
一
九
二
四
年
八
月
六
日
、
同
条
約
の
発
効
を
も
っ
て
、
日

本
と
ト
ル
コ
は
国
交
を
樹
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
国
は
政
治
・
経
済
・
文
化

交
流
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
着
実
に
関
係
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
日
本
と
ト
ル
コ
の
国
交
樹
立
か
ら
九
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。
外
交
史
料

館
と
在
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
が
主
催
す
る
今
回
の
特
別
展
示
で
は
、
国
交
樹

立
に
関
す
る
条
約
書
等
を
中
心
と
し
な
が
ら
、そ
こ
に
至
る
ま
で
の
両
国
の
交
流
、

ま
た
国
交
樹
立
後
の
両
国
親
善
関
係
の
深
ま
り
等
、
近
代
に
お
け
る
日
本
と
ト
ル

コ
の
交
流
の
歴
史
を
外
交
史
料
等
に
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
展
示
が
日
本
と
ト
ル
コ
の
相
互
理
解
を
促
進
し
、
友
好
関
係
発
展
の
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ⅰ　

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件

　
　
　
　
　

―
日
本
・
ト
ル
コ
交
流
の
は
じ
ま
り
―

一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
年
）、
小こ

ま
つ
の
み
や

松
宮
彰あ

き

仁ひ
と

親
王
殿
下
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察

旅
行
の
帰
途
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
ご
訪
問
し
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
皇
帝
（
ス

ル
タ
ン
）
ア
ブ
デ
ュ
ル
・
ハ
ミ
ト
二
世
に
謁
見
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
歓
待
に
感

謝
し
、
翌
年
、
明
治
天
皇
は
皇
帝
に
親
書
と
漆
器
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
一
八
八
九

年
七
月
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
・
ハ
ミ
ト
二
世
は
、
日
本
に
答
礼
の
特
派
使
節
を
派
遣
し

ま
し
た
。
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ
（
海
軍
少
将
）
を
代
表
と
し
て
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
使
節
団
は
ト
ル
コ
か
ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
最
初

の
使
節
で
し
た
。

一
八
九
〇
年
六
月
、
同
使
節
団
は
横
浜
に
到
着
、
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ
は
明
治

天
皇
に
拝
謁
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
最
高
勲
章
を
捧
呈
し
ま
し
た
。
使
節
は
約
三

カ
月
間
、
日
本
に
滞
在
し
、
ト
ル
コ
に
帰
還
す
る
途
中
の
九
月
一
六
日
夜
、
和
歌

山
県
の
樫
野
崎
灯
台
付
近
で
台
風
に
よ
る
強
風
と
高
波
の
影
響
を
受
け
座
礁
、
沈

没
し
ま
し
た
。

樫
野
崎
灯
台
が
あ
る
大
島
村
（
現
在
の
串
本
町
）
で
は
、
生
存
者
の
保
護
と
遺

体
収
容
の
た
め
、
村
を
挙
げ
て
懸
命
に
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
海

軍
も
知
ら
せ
を
受
け
る
と
、
軍
艦
八
重
山
を
派
遣
し
、
村
民
と
協
力
し
て
遭
難
者

の
埋
葬
を
行
い
ま
し
た
。

救
出
さ
れ
た
六
九
名
の
乗
組
員
は
、
神
戸
で
治
療
を
受
け
、
そ
の
後
、
明
治
天

皇
の
命
に
よ
り
軍
艦
金
剛
、
比
叡
に
よ
っ
て
、
丁
重
に
ト
ル
コ
へ
送
還
さ
れ
ま
し

た
。
両
軍
艦
は
一
八
九
一
年
一
月
二
日
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
到
着
し
、
歓
迎
を

受
け
、
両
艦
長
に
は
皇
帝
か
ら
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
後
日
、

明
治
天
皇
か
ら
も
ト
ル
コ
海
軍
少
将
等
へ
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
約
六
〇
〇
名
の
死
者
を
出
し
た
本
事
件
は
日
本
国
内
で
大
き
く
報
道
さ
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れ
、
義
捐
金
も
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
国
民
の
対
応
は
ト
ル
コ
人

の
心
を
打
っ
た
と
さ
れ
、
極
め
て
痛
ま
し
い
事
件
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
事
件

は
両
国
の
友
好
の
原
点
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
史
料
１　

一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）
五
月
一
〇
日

明
治
天
皇
か
ら
ア
ブ
デ
ュ
ル
・
ハ
ミ
ト
二
世
宛
親
書
の
写

展
示
史
料
２　

一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
）

ト
ル
コ
使
節
に
対
す
る
接
遇
の
方
針

宮
内
省
作
成
文
書
。
横
浜
上
陸
の
際
の
礼
砲
、
使
節
の
鹿
鳴
館
滞
在
、
謁
見
の

式
次
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

展
示
史
料
３　

一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
五
月
二
六
日

ト
ル
コ
海
軍
少
将
ら
へ
の
叙
勲
上
奏
に
つ
き
照
会

樺か
ば

山や
ま

資す
け

紀の
り

海
軍
大
臣
が
青あ

お
木き

周
し
ゅ
う

蔵ぞ
う

外
務
大
臣
に
送
っ
た
公
信
。
叙
勲
の
対
象

人
物
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

Ⅱ　

二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本
・
ト
ル
コ
関
係

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
か
ら
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
、
日
本
と
ロ
シ
ア

は
満
州
と
韓
国
の
権
益
を
め
ぐ
っ
て
戦
争
を
行
い
ま
し
た
。
バ
ル
カ
ン
情
勢
と
ロ

シ
ア
の
黒
海
艦
隊
の
動
静
を
把
握
す
る
た
め
、
外
務
省
は
ト
ル
コ
国
内
で
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

牧ま
き

野の

伸の
ぶ

顕あ
き

在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
を
通
じ
て
小こ

村む
ら

寿じ
ゅ

太た

郎ろ
う

外
務
大
臣
に
寄
せ

ら
れ
た
情
報
に
よ
る
と
、
ト
ル
コ
国
民
は
一
般
に
日
本
に
同
情
的
で
あ
り
、
ト
ル

コ
軍
の
参
謀
司
令
官
も
日
本
軍
を
賞
賛
し
、日
本
の
勝
利
を
予
見
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
皇
帝
ア
ブ
デ
ュ
ル
・
ハ
ミ
ト
二
世
は
、
ロ
シ
ア
に
不
利
な
新
聞
報
道
を

規
制
し
ま
し
た
。
皇
帝
は
、
ロ
シ
ア
が
新
興
国
日
本
に
敗
れ
た
場
合
、
ト
ル
コ
を

日
本
の
例
に
な
ら
っ
て
改
革
し
よ
う
と
す
る
運
動
が
起
き
る
こ
と
を
恐
れ
た
よ
う

で
す
。

そ
の
後
、
一
九
〇
八
年
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
駐
留
軍
が
蜂
起
し
、
一
八
七
八
年
に
停

止
さ
れ
た
憲
法
（
ミ
ド
ハ
ト
憲
法
）
を
復
活
さ
せ
、
皇
帝
の
専
制
政
治
を
改
め
さ

せ
ま
し
た
（
青
年
ト
ル
コ
革
命
）。
そ
し
て
翌
年
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
・
ハ
ミ
ト
二
世
は

国
会
の
議
決
に
よ
り
廃
位
と
な
り
ま
し
た
。

他
方
、
日
本
政
府
は
ト
ル
コ
と
の
国
交
を
樹
立
す
べ
く
、
日
露
戦
争
中
も
交
渉

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
一
九
〇
九
年
に
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
が
内う

ち

田だ

康や
す

哉や

在

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
に
送
っ
た
訓
令
に
は
、
バ
ル
カ
ン
地
域
諸
国
の
中
で
は
、
ト

ル
コ
と
の
国
交
樹
立
を
第
一
に
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
渉

に
際
し
、
当
初
、
日
本
は
西
洋
列
国
と
同
様
の
内
容
で
ト
ル
コ
と
の
条
約
締
結
を

試
み
ま
し
た
が
、
日
本
が
領
事
裁
判
権
を
有
す
る
こ
と
を
ト
ル
コ
が
認
め
な
か
っ

た
た
め
、
日
本
側
は
領
事
裁
判
権
に
は
触
れ
ず
、
外
交
関
係
の
開
始
の
み
を
目
的

と
す
る
宣
言
書
の
調
印
を
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
に
苦

し
ん
で
い
た
ト
ル
コ
側
は
、
領
事
裁
判
権
に
関
し
て
満
足
で
き
な
い
条
約
は
新
た

に
結
ば
な
い
と
い
う
方
針
を
と
り
、
さ
ら
に
一
九
一
一
年
に
は
、
ト
ル
コ
と
イ
タ

リ
ア
の
間
で
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
交
渉
は
不
成
立
に
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
館
に
勤
務
し
て
い
た
平ひ

ら

田た

知と
も

夫お

総
領
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事
代
理
か
ら
、
転
任
前
に
ペ
ル
シ
ア
や
ト
ル
コ
を
調
査
し
た
い
と
の
上
申
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
上
申
書
を
見
る
と
、
ト
ル
コ
が
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
と

い
っ
た
列
国
の
重
要
な
活
動
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、「
日
露
戦
争
に
お
け
る

日
本
の
勝
利
が
、
同
じ
東
洋
人
と
し
て
彼
ら
に
感
動
を
与
え
、
政
治
的
革
命
が
起

こ
っ
た
」
と
い
う
見
方
が
有
力
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
日
本
と
の
関
係
に
お
い

て
好
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
ト
ル

コ
に
対
す
る
日
本
の
外
交
官
の
認
識
の
一
端
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
後
、平
田
は
一
九
一
二
年
五
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
勤
務
の
名
義
で
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
常
駐
し
、
バ
ル
カ
ン
情
勢
を
報
告
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、

現
地
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
同
年
一
〇
月
か
ら
バ
ル
カ
ン
戦
争
が
起
こ
る
な
ど
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
た
た
め
、
結
局
駐
在
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
４　

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
八
月
八
日

日
露
戦
争
に
対
す
る
ト
ル
コ
国
内
で
の
反
響

展
示
史
料
５　

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
三
月
一
日

日
土
条
約
締
結
交
渉
方
針
に
関
す
る
訓
令

展
示
史
料
６　

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
八
月
五
日

ペ
ル
シ
ア
及
び
ト
ル
コ
方
面
へ
の
視
察
旅
行
に
関
す
る
申
請

Ⅲ　

ト
ル
コ
共
和
国
の
成
立
と
日
土
国
交
樹
立

一
九
一
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
バ
ル
カ
ン
戦
争
に
ト
ル
コ
軍
は
敗
北
し
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
よ
る
バ
ル
カ
ン
支
配
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
バ
ル
カ

ン
は
民
族
国
家
の
割
拠
す
る
地
と
な
り
、
ま
さ
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
火
薬
庫
」
と

な
り
ま
し
た
。
一
九
一
四
年
、
セ
ル
ビ
ア
人
民
族
主
義
者
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア

皇
太
子
夫
妻
暗
殺
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
ト

ル
コ
は
同
盟
国
側
（
ド
イ
ツ
側
）
に
立
ち
参
戦
し
ま
し
た
。
ト
ル
コ
軍
は
ロ
シ
ア

軍
、
イ
ギ
リ
ス
軍
、
フ
ラ
ン
ス
軍
と
各
地
で
戦
闘
を
交
え
ま
し
た
が
、
敗
北
を
重

ね
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
三
〇
日
、
休
戦
条
約
に
署
名
し
ま
し
た
。
同
年
一
一
月

一
三
日
に
は
、
連
合
国
軍
が
首
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
占
領
し
、
一
九
二
〇
年
八

月
一
〇
日
に
は
講
和
条
約
と
し
て
、
連
合
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
の
間
で
セ
ー

ブ
ル
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
（
日
本
も
連
合
国
の
一
員
と
し
て
条
約
に
調
印
）。
条

約
は
、
ボ
ス
ポ
ラ
ス
・
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
両
海
峡
の
非
武
装
化
と
国
際
管
理
、
ア
ル

メ
ニ
ア
の
独
立
、
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
領
土
割
譲
、
英
仏
に
よ
る
ア
ラ
ブ
地
域
の
分
割

と
委
任
統
治
、
連
合
国
に
よ
る
財
政
管
理
・
軍
備
制
限
・
領
事
裁
判
権
の
復
活
、

仏
伊
の
勢
力
圏
設
定
な
ど
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
内
容
で
、
こ

れ
に
よ
り
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
多
く
の
領
土
を
失
い
ま
し
た
。

本
条
約
を
受
諾
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
に
対
し
、
ト
ル
コ
国
内
で
は
批
判
が

高
ま
り
ま
し
た
。
軍
人
の
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
を
中
心
と
し
て
、
連

合
国
の
領
土
分
割
に
反
対
す
べ
く
抵
抗
運
動
が
組
織
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
、
ア
ン

カ
ラ
に
「
革
命
政
権
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ケ
マ
ル
は
、
連
合
国
の
意

を
受
け
て
ア
ナ
ト
リ
ア
に
侵
攻
し
て
き
た
ギ
リ
シ
ャ
軍
を
追
い
返
し
、
さ
ら
に
進

軍
を
続
け
ま
し
た
。ケ
マ
ル
の
勢
力
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
連
合
国
側
は
、セ
ー

ブ
ル
条
約
に
代
わ
る
新
し
い
講
和
条
約
を
締
結
す
る
た
め
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
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オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
（
旧
政
府
）
と
ケ
マ
ル
率
い
る
ア
ン
カ
ラ
政
府
（
新
政
府
）

の
両
者
を
講
和
会
議
に
招
請
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
至
り
、
ア
ン
カ
ラ
政
府
は
、

旧
政
府
の
存
在
を
否
定
し
、
ス
ル
タ
ン
制
廃
止
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
滅
亡
を
決
議
し

ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
二
二
年
一
一
月
二
〇
日
か
ら
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
講
和

会
議
が
開
か
れ
、
翌
一
九
二
三
年
七
月
二
四
日
、
ト
ル
コ
は
連
合
国
と
対
等
な
立

場
で
新
た
な
条
約
（
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
）
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

展
示
史
料
７　

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
八
月
一
〇
日

同
盟
国
と
ト
ル
コ
と
の
平
和
条
約
（
セ
ー
ブ
ル
条
約
）
認
証
謄
本

展
示
史
料
８　

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
一
一
月
四
日

ア
ン
カ
ラ
政
府
（
新
政
府
）
に
よ
る
ス
ル
タ
ン
廃
止
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
滅
亡

の
宣
言

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
在
勤
の
内う

ち

田だ

定さ
だ

槌つ
ち

公
使
が
内
田
康
哉
外
務
大
臣
に
ア
ン
カ

ラ
政
府
の
決
議
を
伝
え
た
報
告
文
書
。

展
示
史
料
９　

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
一
一
月
一
四
日

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
に
対
す
る
帝
国
政
府
方
針
（
閣
議
決
定
）

展
示
史
料
10
-１　

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
七
月
二
四
日
調
印

ト
ル
コ
国
と
の
平
和
条
約
（
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
）
認
証
謄
本

展
示
史
料
10
-２　

一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
八
月
六
日
批
准
書
寄
託

ト
ル
コ
国
と
の
平
和
条
約
（
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
条
約
）
批
准
寄
託
調
書
認
証
謄
本

◇
大
使
館
の
開
設

国
交
を
樹
立
し
た
翌
年
の
一
九
二
五
年
三
月
二
三
日
、
日
本
は
ト
ル
コ
に
大
使

館
を
開
設
し
ま
し
た
。
同
年
一
一
月
一
七
日
に
は
、
初
代
在
ト
ル
コ
大
使
小お

幡ば
た

酉ゆ
う

吉き
ち

が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
到
着
し
、
同
月
二
三
日
、
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
大
統
領
に

信
任
状
を
捧
呈
し
ま
し
た
。
小
幡
は
ケ
マ
ル
に
つ
い
て
「
眼が

ん

光こ
う

炯け
い

々け
い

人
ヲ
凝
視

ス
ル
様
ハ
一
種
ノ
凄
味
ヲ
帯
フ
」
と
描
写
し
て
い
ま
す
。
ケ
マ
ル
は
日
本
最
初
の

全
権
大
使
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
大
い
に
満
足
で
あ
り
、
将
来
両
国
親
善
の
た

め
に
最
善
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。　

　

＊
炯け

い

々け
い

＝
鋭
く
光
る
様

一
方
、
一
九
二
五
年
七
月
七
日
、
東
京
に
ト
ル
コ
大
使
館
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

（
フ
ル
ス
ィ
・
フ
ア
ド
・
ベ
イ
が
臨
時
代
理
大
使
と
し
て
着
任
）。
そ
し
て
、
一
九

二
九
年
（
昭
和
四
年
）
四
月
一
六
日
に
は
、
初
代
ト
ル
コ
大
使
と
し
て
ジ
ェ
ヴ
ァ

ド
・
ベ
イ
が
日
本
に
赴
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
で
結
ば
れ
た
通
商
条
約
の
期
間
満
了
に
と
も
な
い
、

一
九
三
〇
年
一
〇
月
一
一
日
に
は
、
日
本
国
ト
ル
コ
国
間
通
商
航
海
条
約
が
結
ば

れ
ま
し
た
。
本
条
約
は
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
二
国
間
で
結
ば
れ
た
最
初
の
条
約
で

す
。な

お
、
こ
の
時
期
の
ト
ル
コ
大
使
館
に
は
、
後
に
首
相
と
な
る
芦あ

し

田だ

均ひ
と
しが

一

等
書
記
官
と
し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
（
一
九
二
八
年
一
〇
月
か
ら
一
九
二
九
年
一

一
月
ま
で
は
臨
時
代
理
大
使
）。
芦
田
は
ボ
ス
ポ
ラ
ス
・
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
両
海
峡

に
関
し
て
『
君
府
海
峡
通
航
制
度
史
論
』
と
い
う
著
書
を
著
し
、こ
の
研
究
に
よ
っ
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て
東
京
帝
国
大
学
か
ら
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
君
府
＝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
＝
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

展
示
史
料
11　

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
一
二
月
一
日

信
任
状
捧
呈
式
に
関
す
る
報
告

小
幡
酉
吉
在
ト
ル
コ
大
使
が
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
大
統
領
に
信
任
状
を
捧
呈
し
た

際
の
様
子
を
報
告
し
た
文
書
。

展
示
史
料
12　

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
四
月
一
六
日

ジ
ェ
ヴ
ァ
ド
・
ベ
イ
在
本
邦
特
命
全
権
大
使
に
対
す
る
信
任
状

ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
大
統
領
か
ら
昭
和
天
皇
に
宛
て
ら
れ
た
信
任
状
。
大
統
領
の

署
名
が
見
ら
れ
る
。

展
示
史
料
13
-１　

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
九
月
二
日

日
本
国
ト
ル
コ
国
間
通
商
航
海
条
約
締
結
の
た
め
の
全
権
委
任
状

展
示
史
料
13
-２　

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
一
〇
月
一
一
日
調
印

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
三
月
二
〇
日
批
准
書
交
換

日
本
国
ト
ル
コ
国
間
通
商
航
海
条
約 

ト
ル
コ
側
批
准
書

Ⅳ　

交
流
の
深
ま
り

　
　
　
　
　

―
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
―

大
使
館
が
設
置
さ
れ
た
一
九
二
五
年
、
大
阪
に
日
土
貿
易
協
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
、東
京
に
日
土
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、

日
本
と
ト
ル
コ
の
親
善
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
土
協
会
の
初

代
会
長
に
は
、
一
九
二
一
年
か
ら
二
三
年
に
日
本
政
府
外
交
代
表
者
と
し
て
ト
ル

コ
に
在
勤
し
た
内
田
定
槌
が
就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
九
年
に
は

高た
か
ま
つ
の
み
や

松
宮
宣の

ぶ

仁ひ
と

親
王
殿
下
が
総
裁
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
三
一
年
に
は
高
松
宮
殿
下
が
ト
ル
コ
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
吉よ

し

田だ

伊い

三さ
ぶ

郎ろ
う

在
ト
ル
コ
大
使
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、
ケ
マ
ル
大
統
領
は
高
松
宮
殿
下

と
の
会
見
時
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
話
し
か
け
、
両
国
関
係
の
親
交
増
進
を
力
説
し
、

日
土
協
会
総
裁
を
務
め
て
い
る
高
松
宮
殿
下
の
努
力
に
謝
意
を
示
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ト
ル
コ
政
府
は
、
財
政
難
の
中
、
高
松
宮
殿
下
の
た
め
に
特
別
列
車
や
旅

館
を
提
供
し
、
大
統
領
、
首
相
、
外
相
が
か
わ
る
が
わ
る
宴
会
を
開
催
し
、
熱
心

に
歓
迎
し
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

同
年
一
一
月
に
は
、
東
京
日
本
橋
三
越
に
お
い
て
、
日
土
協
会
主
催
、
外
務
省
・

商
工
省
・
拓
務
省
後
援
で
「
土
耳
其
国
情
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
覧

会
に
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
商
工
会
議
所
か
ら
出
品
さ
れ
た
ト
ル
コ
名
産
の
葉
煙

草
、
生
糸
、
干
し
ぶ
ど
う
や
、
日
本
国
内
の
名
士
秘
蔵
の
美
術
工
芸
染
織
品
等
が

陳
列
さ
れ
た
ほ
か
、
高
松
宮
殿
下
が
ト
ル
コ
を
訪
問
さ
れ
た
際
に
購
入
さ
れ
た
写

真
・
絵
画
等
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ル
コ
の
風
俗
等
を
示
す
た
め
の
パ

ノ
ラ
マ
・
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
両
国
の
親
善
や
理
解
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

展
示
史
料
14
-１　

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
六
月
一
六
日

日
土
協
会
創
立
総
会
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太お
お

田た

政ま
さ

弘ひ
ろ

警
視
総
監
が
幣し

で

原は
ら

喜き

重
じ
ゅ
う

郎ろ
う

外
務
大
臣
宛
に
送
っ
た
公
信
。
六
月

一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
日
土
協
会
創
立
総
会
の
様
子
を
伝
え
た
文
書
。

展
示
史
料
14
-２　

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
〜
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
頃

日
土
協
会
関
係
者
記
念
写
真

展
示
史
料
15　

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
二
月
四
日

高
松
宮
殿
下
の
ト
ル
コ
ご
訪
問

吉よ
し

田だ

伊い

三さ
ぶ

郎ろ
う

在
ト
ル
コ
大
使
が
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
に
送
っ
た
報
告
書
。

展
示
史
料
16　

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
一
一
月

土
耳
其
国
情
展
覧
会
記
念
写
真
帖

◇
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
慰
霊
碑
の
建
立

一
九
三
六
年
に
は
ト
ル
コ
共
和
国
に
よ
っ
て
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
犠
牲

者
の
墓
地
に
新
た
な
慰
霊
碑
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
遺

体
は
、
事
故
当
時
、
樫
野
崎
灯
台
と
遭
難
現
場
で
あ
る
「
船
甲
羅
」
の
中
間
地
点

に
埋
葬
さ
れ
、
一
八
九
一
年
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
島
村
で

は
節
目
ご
と
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
二
八
年
八
月
に
は
大
島

村
と
日
土
貿
易
協
会
が
、
フ
ル
ス
ィ
・
フ
ア
ド
・
ベ
イ
在
日
ト
ル
コ
臨
時
代
理
大

使
を
招
い
て
追
悼
祭
を
行
い
、
そ
の
際
に
追
悼
碑
の
建
立
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

建
立
さ
れ
た
追
悼
碑
は
翌
一
九
二
九
年
四
月
五
日
に
竣
工
し
、
同
年
六
月
三
日
に

は
、
こ
の
地
に
昭
和
天
皇
が
行
幸
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
幸
は
ト
ル
コ
国
内
で
も

報
道
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
日
本
側
の
対
応
を
受
け
、
一
九
三
六
年
に
ト
ル
コ
共
和

国
に
よ
っ
て
新
た
な
慰
霊
碑
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
年
一
〇
月

二
二
日
に
行
わ
れ
た
定
礎
式
に
は
、
ヒ
ュ
ス
レ
ヴ
・
ゲ
レ
デ
在
日
ト
ル
コ
大
使
、

内
田
定
槌
日
土
協
会
会
長
ら
関
係
者
の
ほ
か
、
多
く
の
地
元
住
民
が
参
列
し
ま
し

た
。新

慰
霊
碑
は
ト
ル
コ
共
和
国
が
和
歌
山
県
に
委
嘱
し
、
旧
墓
碑
を
埋
め
込
ん
だ

も
の
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
除
幕
式
は
、
遭
難
事
件
五
〇
周
年
追
悼
式
（
二
年
繰

上
げ
て
実
施
）と
あ
わ
せ
て
一
九
三
七
年
六
月
三
日
に
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
慰
霊
碑
は
、
そ
の
後
も
地
元
の
小
学
生
や
関
係
者
に
よ
っ
て
清
掃
・
管
理
さ

れ
て
お
り
、
現
在
で
も
五
年
に
一
度
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
九

七
四
年
に
は
、
ト
ル
コ
と
の
国
際
的
な
友
愛
精
神
を
広
く
伝
え
る
施
設
と
し
て
串

本
町
が
ト
ル
コ
記
念
館
を
設
立
し
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
件
当
時
の
様
子
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
海
域
で
日
本
と

ト
ル
コ
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
事
件
を
通
し
た
両
国
の
交
流
は
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
か
ら
始
ま
り
、
九
〇
年
前
の
国
交
樹
立
、

そ
の
後
の
民
間
も
含
め
た
交
流
の
深
ま
り
な
ど
、
ト
ル
コ
と
日
本
の
交
流
の
歴
史

を
史
料
を
通
し
て
見
て
き
ま
し
た
。
両
国
の
関
係
は
、
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大

戦
に
よ
る
一
時
的
な
断
絶
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
に
至
る
ま
で
着
実
に
発
展
し

て
い
ま
す
。

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
で
は
日
本
側
が
ト
ル
コ
人
の
救
出
に
あ
た
り
ま
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し
た
が
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
が
続
い
て
い
た
一
九
八
五
年
、

イ
ラ
ク
の
空
爆
を
目
前
に
イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
に
取
り
残
さ
れ
て
い
た
日
本

人
約
二
一
五
人
が
、
ト
ル
コ
航
空
機
に
よ
っ
て
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
る
と
い
う
出

来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
、

三
二
名
の
支
援
・
救
助
チ
ー
ム
が
ト
ル
コ
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
、

宮
城
県
利
府
町
を
拠
点
と
し
て
、同
県
の
多
賀
城
市
、石
巻
市
雄
勝
町
お
よ
び
七
ヶ

浜
町
に
て
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
等
に
従
事
し
、
三
月
二
〇
日
か
ら
四
月
八

日
ま
で
、
約
三
週
間
も
の
長
期
に
わ
た
り
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
（
支
援
・
救

助
チ
ー
ム
と
し
て
は
最
長
期
間
）。
こ
れ
は
、
一
九
九
九
年
の
ト
ル
コ
北
西
部
地
震

で
日
本
が
迅
速
か
つ
包
括
的
に
支
援
を
行
っ
た
こ
と
へ
の
恩
返
し
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
同
年
一
〇
月
二
三
日
に
ト
ル
コ
東
部
ヴ
ァ
ン
県

を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
、日
本
か
ら
は
、緊
急
援
助
物
資
（
テ

ン
ト
五
〇
〇
張
）
を
供
与
す
る
と
と
も
に
、
ト
ル
コ
政
府
が
計
画
し
た
仮
設
住
宅

へ
の
支
援
の
た
め
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
緊
急
無
償
資
金
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
と
ト
ル
コ
は
一
万
一
〇
〇
〇
キ
ロ
を
隔
て
た
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
と
西
の
端

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
両
国
民
は
互
い
の
国
民
の
こ
と
を
誇
り
に
思
え

る
歴
史
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
両
国
の
交
流
の
歴
史
を
紐
解
き
、
そ
こ
に
思
い
を

馳
せ
る
時
、
心
を
通
わ
せ
た
近
し
い
存
在
と
し
て
互
い
の
存
在
を
感
じ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
両
国
の
友
情
、
相

互
理
解
、
交
流
が
よ
り
一
層
深
ま
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ト
ル
コ
共
和
国
に
つ
い
て

ト
ル
コ
共
和
国
は
、
三
方
を
黒
海
、
エ
ー
ゲ
海
、
地
中
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

古
く
か
ら
「
東
西
文
明
の
十
字
路
」
と
し
て
栄
え
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
国
土
は

日
本
の
約
二
倍
（
約
七
八
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
人
口
は
七
二
〇
六
万
人

（
二
〇
〇
五
年
、国
家
統
計
庁
推
計
）で
中
東
地
域
を
代
表
す
る
大
国
の
一
つ
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
に
近
接
し
て
い
る
地
理
的
特
性
か
ら
、

ト
ル
コ
人
は
目
や
髪
の
色
な
ど
実
に
多
様
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ル
コ

は
世
界
有
数
の
農
業
国
で
も
あ
り
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
、
い
ち
じ
く
、
あ
ん
ず
、

さ
く
ら
ん
ぼ
の
生
産
量
は
世
界
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
麦
、
砂
糖
、
い

も
、
豆
類
な
ど
も
有
数
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
が
、
歴
史
的
に
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教

布
教
の
地
で
も
あ
り
、
国
内
に
は
キ
リ
ス
ト
教
ゆ
か
り
の
神
聖
な
場
所
も
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
景
観
の
世
界
遺
産
「
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
」
は
、
初

期
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
や
住
居
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
に
あ
る
世
界
遺
産
「
ア
ヤ
・
ソ
フ
ィ
ア
」
は
、
も
と
も
と
東
ロ
ー
マ

帝
国
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
の
大
聖
堂
と
し
て
建
築
さ
れ
た
建
物
で
す
が
、
後
世
に

イ
ス
ラ
ム
教
の
尖
塔
が
増
築
さ
れ
て
モ
ス
ク
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ト
ル

コ
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
国
と
な
っ
た
後
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
遺
産
と
共
存
、
調

和
す
る
社
会
を
築
い
て
お
り
、
こ
こ
に
ト
ル
コ
人
の
寛
容
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ル
コ
が
今
、
最
も
国
際
社
会
の
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
Ｅ

Ｕ
（
欧
州
連
合
）
へ
の
加
盟
を
め
ぐ
る
問
題
で
す
。
ト
ル
コ
は
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
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唯
一
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
に
加
盟
し
て
い
る
国
で
あ
り
、
欧
米

諸
国
と
の
同
盟
関
係
を
と
て
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
早
く
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
地
域
統
合
に
強
い
関
心
を
示
し
、
一
九
八
七
年
に
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
、
二

〇
〇
五
年
か
ら
は
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
交
渉
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
具
体
的

な
加
盟
の
見
通
し
は
た
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、ト
ル
コ
国
内
で
も
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
に
対
し
て
慎
重
な
意
見
が
増
え
て
き
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
議
論
が
続
き
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
ト
ル
コ
は
近
年
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

中
国
）
に
続
く
新
興
経
済
国
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
11
）
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
ト
ル
コ
経
済
の
新
た
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、石
油
と
天
然
ガ
ス
の「
エ

ネ
ル
ギ
ー
輸
送
」
で
す
。
ト
ル
コ
の
国
内
に
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
少
な

い
の
で
す
が
、
カ
ス
ピ
海
沿
岸
地
域
を
見
渡
せ
ば
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
一
大
供

給
地
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
中
継
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
国
内
に
敷
く
こ
と
で
、

ト
ル
コ
は
、
東
西
南
北
を
結
ぶ
巨
大
な
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
廊
」
と
し
て
の
役
割
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
社
会
に
お
い
て
も
、
ト
ル
コ
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
近
隣
地
域
の
安
定
と
経
済
関
係
の
強
化
を
目
指
す
積
極
外
交
を
展
開
し
、
混

乱
す
る
シ
リ
ア
情
勢
の
解
決
に
向
け
た
積
極
的
な
関
与
、
最
大
の
貿
易
相
手
国
ロ

シ
ア
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
面
を
中
心
と
し
た
関
係
強
化
、
ト
ル
コ
系
民
族

の
多
い
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
と
の
交
流
な
ど
を
加
速
度
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
異
民
族
・
異
教
徒
に
寛
容
で
ユ
ダ
ヤ
人
を
受
け
入
れ

て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
中
東
和
平
の
実
現
の
た
め
国
際
社
会
と
協
力
し
て
い
る
ほ

か
、
テ
ロ
と
の
闘
い
が
続
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
に
も
積
極
的
な
支
援
を

展
開
し
、
近
年
で
は
ト
ル
コ
国
際
協
力
機
関
（
Ｔ
Ｉ
Ｋ
Ａ
）
が
ア
フ
リ
カ
な
ど
へ

の
開
発
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
隣
国
イ
ラ
ン
の
核
開
発
疑
惑
の
解
決
に
向
け
て

も
外
交
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
は
自
動
車
産
業
を
中
心
に
お
お
く
の
民
間
企
業
が
ト
ル
コ
へ
進
出

し
、
欧
州
市
場
向
け
の
生
産
拠
点
と
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ

な
ぐ
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
で
は
、
地
球
環
境
に
も
配
慮
し
た
「
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横

断
地
下
鉄
整
備
計
画
」
が
日
本
の
国
際
協
力
で
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月

二
九
日
に
、
安
倍
晋
三
首
相
ら
も
出
席
し
同
地
下
鉄
の
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
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【展示史料 6】
ペルシア及びトルコ方面への視察旅行に
関する申請書の添付地図

出典：外務省ＨＰ「わかる！国際情勢「トルコという国」」

【展示史料 9】
ローザンヌ会議対する帝国政府方針
（閣議決定）
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【展示史料11】
ケマル・パシャ写真

小幡大使が信任状捧呈式の報告書
に添付して送ってきたもの。

【展示史料10‒1】
トルコ国との平和条約（ローザンヌ条約）
認証謄本

【展示史料13‒1】
日本国トルコ国間通商航海条約締結のた
めの全権委任状

【展示史料13‒2】
日本国トルコ国間通商航海条約
トルコ側批准書　　　　　　　
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【展示史料16】
土耳其国情展覧会をご観覧になる高松宮
殿下と同妃殿下
（『土耳其国情展覧会記念写真帖』より）

【展示史料14‒2】
日土協会関係記念写真

写真左下に高松宮宣仁親王殿下のご署名
が見られる。

【展示史料16】
トルコ珈琲、煙草接待所

（『土耳其国情展覧会記念写真帖』より）

【展示史料16】
パノラマ（日本軍艦比叡金剛のイスタン
ブール訪問）
（『土耳其国情展覧会記念写真帖』より）
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6 1873

8 1875

9 1876

10 1877

11 1878

14 1881

20 1887

21 1888

22 1889

23 1890

24 1891

25 1892

26 1893

27 1894

37 1904

41 1908

44 1911
45 1912
2 1913
3 1914
6 1917
7 1918

8 1919

9 1920

11 1922

12 1923

13 1924

14 1925

15 1926
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4 1929

5 1930

6 1931

7 1932

9 1934

10 1935
11 1936

12 1937

13 1938

14 1939

16 1941

20 1945

26 1951

27 1952

28 1953

31 1956
35 1960
36 1961

28 1963

39 1964

40 1965

46 1971

49 1974
55 1980
58 1983

60 1985

2 1990

11 1999
15 2003
16 2004
17 2005
18 2006
20 2008
21 2009
22 2010
23 2011

25 2013

26 2014


